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1. 会社概要
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　会社概要　　（平成18年５月15日現在）
会社名 デリカフーズ株式会社

株式上場　　　平成17年12月６日　東証二部上場
設立 平成15年4月1日（持株会社設立日）
　　　　　　　　　　　（昭和54年10月6日創業）
所在地 東京都足立区保木間二丁目29番15号
資本金 ７５９百万円

社員数 161名（連結従業員数）
関係会社 東京デリカフーズ㈱

名古屋デリカフーズ㈱

大阪デリカフーズ㈱

デザイナーフーズ㈱

㈱メディカル青果物研究所

事業内容 ホール野菜の販売、カット野菜の製造販売等
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デリカフーズ㈱　持株会社

東
京
デ
リ
カ
フ
ー
ズ
㈱

名
古
屋
デ
リ
カ
フ
ー
ズ
㈱

大
阪
デ
リ
カ
フ
ー
ズ
㈱

デ
ザ
イ
ナ
ー
フ
ー
ズ
㈱

㈱メディカル青果物研究所

昭
和

年
設
立

平
成　
　

年
完
全
子
会
社
化

平成15年設立

平
成
２
年
設
立

平成9年設立

　当社グループの体制

54

16

昭
和

年
設
立

59



5

当社グループ

ホール野菜部門
カット野菜部門
その他部門
東京デリカフーズ㈱
名古屋デリカフーズ㈱
大阪デリカフーズ㈱
㈱メディカル青果物研究所

デリカフーズ㈱

その他部門
デザイナーフーズ㈱

経営指導

業務支援

お客様

（ファミリーレストラン）
（ファーストフード）
（CVSベンダー）
（居酒屋）

（焼肉チェーン）
　　　　　　　　　他

発注

納品

業務支援サービス

（成分分析他）

委託先
発注 納品

仕入先

（契約農家）
（荷受）
（仲卸）

発注

納品

研究機関

（大学等）

業務提携

共同開発

　事業系統図



6

２．平成18年３月期　決算の概要
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平成16年
3月期

平成17年
3月期

平成18年
3月期 前年比

平成19年
3月期
(予想）

0.8％増 19,800

営業利益（百万円） 379 558 653 17.1％増 630

経常利益率(％) 1.77 2.70 3.04 ― 3.03

600

348

13.9％増

16.2％増

19,305

520

312

売上高（百万円） 18,959 19,462

経常利益（百万円） 335 593

当期純利益（百万円） 176 363

　業績（連結）の推移
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平成16年3月期 平成17年3月期 平成18年3月期 前年比

１株当たり当期純利益　　　（円） 29,938.66 52,711.69 27,732.31 ―

株主資本当期純利益率　　（％） 13.6 20.3 14.9 5.4％減

総資本経常利益率　　　　　（％） 5.2 8.2 8.7 0.5％増

総資産　　　　　　　　　　　　　（百万円） 6,371 6,334 7,343 15.9％増

株主資本　　　　　　　　　　　　（百万円） 1,376 1,701 3,158 85.6％増

株主資本比率　　　　　　　　　（％） 21.6 26.9 43.0 ―

１株当たり株主資本　　　　　　（円） 237,062 285,923 202,442 ―

投資活動によるキャッシュ・フロー(百万円） ▲134 ▲8 ▲40 ―

財務活動によるキャッシュ・フロー(百万円） ▲404 ▲497 439 ―

―

―

営業活動によるキャッシュ・フロー(百万円） 605 538 579

現金及び現金同等物期末残高　(百万円） 799 832 1,812

　業績（連結）の推移
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14,000

15,000

16,000

17,000

18,000

19,000

20,000

13年3月期 14年3月期 15年3月期 16年3月期 17年3月期 18年3月期　19年3月期(予想）

（百万円）

16,058

17,182

18,312

18,959
19,305 　19,462

デリカフーズ株式会社
（持株会社）設立

（参考） （参考） （参考）

　売上高（連結）推移

※（参考）
平成13年3月期から平成15年3月期までの数値は、東京デリカフーズ㈱、名古屋デリカフーズ㈱及び
大阪デリカフーズ㈱3社の単純合算数値であり、監査法人による監査を受けていない

カット野菜
２８．７%

ﾎｰﾙ野菜
５１．４%

その他
１９．９%

ﾎｰﾙ野菜
５４．４%

その他
１８．２%

カット野菜
２７．４%

その他
１７．７%

ﾎｰﾙ野菜
５４．７%

カット野菜
２７．６%

　19,800

予想
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13年3月期 14年3月期 15年3月期 16年3月期 17年3月期 18年3月期   19年3月期(予想)

経常利益

当期純利益

199
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241

335

520

348
328

492

115

176

312

593

（参考） （参考） （参考）

デリカフーズ株式会社
（持株会社）設立（百万円）

　利益（連結）推移

※（参考）
平成13年3月期から平成15年3月期までの数値は、東京デリカフーズ㈱、名古屋デリカフーズ㈱及び大阪

デリカフーズ㈱3社の単純合算数値であり、監査法人による監査を受けていない

経常利益率

当期純利益率

2.70%
2.87%

1.25%

1.32%

1.77%

3.04%

2.05%

1.56%

0.63% 0.93%

1.62%
1.86%

600

363

3.03%

1.75%
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カット野菜
部門

27.6％

ホール野菜部門
54.7％

その他
17.7％

5,372百万円

10,640百万円

3,449百万円

連結売上高合計
19,462百万円

平成1８年３月期（通期）

部門別売上高構成比

11

　部門別売上高（連結）構成比

部門別 17.3期 18.3期 増減

カット

野菜

27.6

54.2

18.2

27.6 ±0

ホール

野菜

54.7 ＋
0.5

その他 17.7 －

0.5

（％)
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ファミリーレストラン

居酒屋

ファーストフード

コンビニベンダー

食品メーカー

弁当惣菜

給食（病院等）

平成18年3月期顧客別売上高構成比

14,925百万円

ファミリーレストラン
　　76.7%

居酒屋
8.3%

FF
　6.2%1,213百万円

1,606百万円

612百万円

430百万円617百万円

56百万円

　顧客別売上高（連結）構成比

連結売上高合計
19,462百万円

顧客別 17.3
期

18.3
期

増減

ＦＲ 74.9

8.5

ＦＦ 7.9 6.2 －1.7

ＣＶＳＶ 3.3 3.1 －0.2

3.0

76.7 ＋1.8

居酒屋 8.3 －0.2

食品メーカー 3.1 －0.1
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①経費削減を目標に昨年から工場の集約にとりかかったことが期初から寄与。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
②一部工場ではジャスト・イン・タイム生産方式の導入し経営努力の実施。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

③関西のＦＲ向けカット野菜やＣＶＳ向けのカット野菜の取引開始　

④平成17年12月の大雪の影響に対する対応力
　　青果物業界全体では収穫量減⇒生産者との協力関係により
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　顧客への野菜の供給を安定的に実施

　　　　
⑤平成18年1月以降　東証二部上場による知名度アップにより新規顧客数増　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

〔カット野菜〕外食の顧客数増売上拡大　 前年連結会計年度比率1.4％増
〔ホール野菜〕営業努力により売上高増　 前年連結会計年度比率1.4％増
〔その他〕日配品は売上増、委託販売減　 前年連結会計年度比率1.9％減

　平成18年３月期のまとめ

経費削減

経費削減

売上増大

〔ベースにあるもの〕長年にわたる全国規模の生産者の育成と
　　　　　　　　　　　　　　　　　長年にわたる生産者との信頼関係

売上増大
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３.業界動向
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平成12年度野菜の用途別需要量推計

野菜の卸売価額総額 2兆3,407億円（平成16年度）
2兆3,345億円（平成15年度）

　　　　 2兆2,779億円（平成14年度）
（資料：農林水産統計　平成14．15．16年青果物卸売市場調査）

業務用需要量
（外食・中食）
7,797千トン

家計消費需要量
7,820千トン

輸入加工用　家計購入
162千トン

加工原料需要量
2,707千トン

（資料：農林水産政策研究所）

　業界動向

42% 42%

15％

1%
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• ヘルシーピープル計画
　　（1979年（昭和54年）　米国）

• デザイナーフーズ・プログラム
「植物性食品による癌予防計画」

　　 （1990年（平成2年）　米国）

• 健康な食事のための8つの指針
　　（1990年（平成2年）　イギリス）
• 健康のための7つの秘訣
　　（1992年（平成4年）　フランス）
• オーストラリア人の食事指針
　　（1992年（平成4年）　オーストラリア）

米国の1人1年当たり野菜消費量の比較

90

95

100

105

110

115

（資料：国連食糧農業機関「食料需給表」）

　野菜業界を取り巻く環境

1986年
（昭和61年）

1991年
（平成3年）

1996年
（平成8年）

2002年
（平成14年）

（kg/年）

「食」、特に「野菜」にフォーカスした国家レベルの
「健康」への取り組みが、各国において進展

デザイナーフーズプログラム



17

　野菜業界を取り巻く環境

「健康日本21」が厚生労働省より発表（平成12年）

　運動、食生活等における　
　具体的目標数値設定

→食生活において、

「野菜の摂取量増加」も目標

『成人1人1日当たりの
　　　野菜平均摂取量』

　

⇒　目標値　350g 以上

成人1人1日当たりの野菜平均摂取量

210

220

230

240

250

260

270

280

290

H2 H5 H6 H７ H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15

資料：厚生労働省「国民栄養調査」

（g/日）

野菜の摂取量不足
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4. 今後の取り組み
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Ⅰ　野菜の非破壊での中身分析（抗酸化力、解毒力、免疫力）の
　　　実現のための基礎データ蓄積と分析機械の開発

Ⅱ　当社グループと販売先（お客様）と仕入先（生産者）　

　　との三者一体のさらなる発展と展開

　

Ⅲ　販売先のターゲットとして、専門店とCVS（ベンダー）とファーストフード
（優良な外食産業、中食産業取引）

Ⅳ　需要の多い首都圏、東海圏、近畿圏の販売力強化

Ⅴ　ジャスト・イン・タイム生産方式の導入

Ⅵ　IT技術の活用
　　　（青果物の在庫管理および発注システムの構築

Ⅶ　食品リサイクル法への対応だけでなく、
　　循環型リサイクルやエネルギー化に対する研究

　今期以降の取り組み

　　売　上　拡　大
未開発分野の売上拡大

　既存顧客と関係の
　深耕戦略と売上拡大

　既存分野と顧客開発
　売上拡大戦略

　既存分野と顧客開発
　売上拡大戦略

　商品グレードアップと
　生産効率アップ　

　既存分野と顧客開発
　深耕戦略

　既存分野と顧客開発
　深耕戦略



現場におけるデータの集積　　2001年より作成継続中

高精度測定機器
による分析

各デリカフーズ研究室
※菌数測定、大腸菌群、
Ecol、サルモネラ、黄色ブドウ球菌

簡易分析

大学研究機関の高精度の分析機器に
よる測定値との照合

簡易方法の検証
データの蓄積・解析

公定法（高精度）による測定値と簡易分析で
の測定値を多数継続して行い精度を検証

微弱発光法　ルミノメーター

ESR法　電子スピン共鳴装置

Ⅰ　中身評価のための簡易分析法の開発とデータ蓄積
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「ゼブラフィッシュを
　利用した野菜の中身成分
　の効用確認実験」

（平成18年４月19日
　ニュースリリース）
　

Ⅰ　中身評価のための簡易分析法の開発とデータ蓄積
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光センサー　（スペクトル）と分析データとの相関関係

・活性酸素消去能
　★★★
・免疫力
　★★
・解毒作用
　★

Ａ

Ⅰ　非破壊による中身評価

トマトA

（イメージ図）
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Ⅰ　非破壊による中身評価分析機械の開発による展開

高精度測定機器
　　による分析

簡易方法の検証
データの蓄積・解析

簡易分析

データ蓄積分析データと
光センサーの
相関

光センサーによる
野菜の中身評価

開始

光センサーによる
野菜の中身評価

開始

中身評価した野菜
のスーパー・量販
店への販売開始
（ブランド化）

　売　上　拡　大
　未開発分野
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当社グループデリカフーズ㈱

品種の選定（種苗会社と検討）

協力産地　選定

納品方法　カット規格設定　

商品設計　価格設定　発注計画

　　　　　　　

　　

　　

　製造・納品開始・収穫状態
　　

お客様

依頼

　打合せ

生産者

　依頼

Ⅱ　三者一体の取り組み～コーディネイト～

(例）

「鍋料理にあった白菜」

　　(コンセプト）

納品開始時期

使用・管理方法

納品店舗　納品方法

使用開始・栽培情報

生産者　作付場所

生産量　時期検討

価格設定　商流方法

物流方法（コンテナ）

肥培管理

（農薬ポジティブリスト制
　原産地表示　対応）　　
　

播種・収穫・納品開始

打合せ

　納品納品開始

　既存顧客と関係の
　深耕戦略と売上拡大
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Ⅱ　三者一体の取り組み　～物流から商品規格まで～

キャベツ

冷蔵トラックで産地直送 専用の通箱で納品

店舗で使いやすい商品設計とカット規格 コストを抑えた物流と原料商品規格
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A

通箱（専用コンテナ） 非可食部分は除去

折りたたんで回収

製品（大根細切）

大
根

B

Ⅱ　三者一体の取り組み　～事例紹介（大根）～
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①

②

③

●

●

④ ●⑤
⑥●●

●

① 東京デリカフーズ㈱
② 東京デリカフーズ㈱横浜センター
③ ㈱メディカル青果物研究所
　　　　　　　　　　　　　　福島工場

・ 東北地区委託：㈱庄司

④ 名古屋デリカフーズ㈱

・ 札幌地区委託：㈱大藤大久保商店
・ 北陸地区委託：㈱セイツー
・ 静岡・山梨地区委託：㈱カネマン

⑤ 大阪デリカフーズ㈱

⑥ 大阪デリカフーズ㈱神戸事業所

・ 広島・岡山地区委託：おおたけ㈱
・ 福岡地区委託：㈱桑園青果

Ⅲ　販売先のターゲットとして、専門店とCVS（ベンダー）と
　　ファーストフード （優良な外食産業、中食産業取引）

Ⅳ　需要の多い首都圏、東海圏、近畿圏の販売力強化

　既存分野と顧客開発
　売上拡大戦略

　既存分野と顧客開発
　売上拡大戦略
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Ⅴ　ジャスト・イン・タイム生産方式の導入 　商品グレードアップと
　生産効率アップ　

　

　

☆ ＪＩＴの構造

標準作業

平準化

流れ作業

少

人

化

目

で

見

る

管

理

自働化

段取り替え

多工程持ち

保全・安全

品質保証

かんばん

５ Ｓ ・ ３ 定

意 識 改 革



29

　

　

Ⅵ　IT技術の活用
（青果物の在庫管理および発注システムの構築

　既存分野と顧客開発
　深耕戦略

　発注から納品までの流れ（案）

分析システム

当日の各販売メニュー数を、
過去のさまざまなデータから、分析

　デリカフーズ　　発注システム　 （ファイルサーバー)
 
  ①計算機能
　②日々の積算データ（発注数、メニュー数等）の保存（約1ヶ月分）
　③統計結果・計算式、換算マスターの管理登録
　④店舗マスター管理登録

お客様

　ネット画面に、ID、パスワード入力

データベース　（オラクルサーバー）

日々のメニュー数
商品ごとの受注データ

お客様 （店舗内）

在庫数を確認

天候
データ

業務　（ベジ販）

受注業務
製造、出荷へ指示

発注数等
データベース
格納

納品
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Ⅶ　食品リサイクル法の取り組み

　　処理方法の種類

　①減量型（機械による粉砕）　　　　 　　⇒野菜から出る水処理施設

　②乾燥型（熱による水分蒸発）　　 　　⇒電気代、ボイラー施設

　③消滅型（菌による水とＣＯ２に変換）　　⇒きめ細かいメンテナンス

　④堆肥型（堆肥化してリサイクル） 　　⇒堆肥の受入側の確保

　⑤生産地転送型（施設で堆肥化、飼料化）　⇒物流費、技術力

　⑥エネルギー変換型（電気や熱に変換）　　 ⇒技術力、設備費

　⑦組み合わせ型

　既存分野と顧客開発
　深耕戦略
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　生ごみの堆肥化　(生産地での取り組み）　

Ⅶ　食品リサイクル法　（実例）

　飼料化　

　　　収集　　　→　巻き返し　　→　　発酵　　　→　堆肥

　　　粉砕　　　→　液状化　　→　　配合計算　→　飼料　
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　〔参考資料〕

当社グループの事業の紹介
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①　チルド物流網の確立
　　　●９０～９５％以上の水分を含む野菜・フルーツを　　　　　　
　　　　 　扱っているので、「水商売」です。
　　　 ●野菜・フルーツ腐りや皮・芯外葉を
　　　　 　しているので、「ゴミ屋」です。
　　　 ●チルド食材はなんでも運んでいるので、
　　　 　「クール雲助定期便屋」です。

②　価格変動リスクヘッジ

③　野菜の生理を考えた技術・知識・教育

④　野菜の啓蒙活動（勉強会・メニュー提案・研究分析）

　当社グループの事業の紹介



34

　カット野菜の製造の様子

洗浄工程

計量工程

目視工程

品質管理
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① ② ③

業務用カット野菜

（店舗で調理）

　　

スーパー販売

カット野菜

（家庭で調理）

コンビニエンス販売

カット野菜

（すぐに食べられる）

　カット野菜の種類

当社商品
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　ホール野菜のピッキングの様子

洗浄工程
目視工程

計量工程
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365日24時間体制（個店配送）
チルド物流（野菜を常温帯からチルド帯へ）

配送効率（定時定期便）

（A社　　　　B社　　　　C社　　　）

（参考例）配送ルート図

　（当社） チェーン店顧客A社、B社、C社に配送した場合
　（一般） チェーン店顧客A社のみに配送した場合

（当社）
1車60万円/月÷30店舗
= 1店舗当たり　2万円/月

　　当社グループの事業の紹介

（一般）
1車60万円/月÷10店舗
= 1店舗当たり　6万円/月

　①　チルド物流網の確立
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　当社グループの事業の紹介

価格見積もり期間は、週間、月間等

作付面積、価格決めを出荷量に合わせて産地と協力

分社化により、価格見積もりは各地域毎に

メニュー材料の構成変更提案

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100

10月15日 10月22日 10月29日

（参考例）キャベツの各地区相場比較（平成17年10月15日～10月29日）
（資料：名果㈱　市況情報）

東京（大田）

名古屋（本場）

大阪（本場）

　②-1　価格変動リスクヘッジ

（円）
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　　当社グループの事業の特徴・取り組み

　②-2　価格変動リスクヘッジ

相場高騰（大雪、台風等による影響のリスクヘッジ）

　●長年にわたる生産者の育成

　●生産者との長年の信用に基づいた取引

平成17年12月　レタス相場価格(市場価格）と生産者契約仕入価格【東京】

0
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3日 6日 8日 10日 13日 15日 17日 20日 22日 25日 27日 29日

(円/ケース）

相場価格

仕入価格
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ホール野菜保存技術

　野菜（＝「生きた食材」）の　　呼吸蒸散生理、
温度、湿度、空気組成、背地性、振動、　　衝
撃・風・騒音調整　を考慮して取り扱う

カット野菜品質維持技術（MA、真空）

単に野菜を袋に詰め込んで脱気（空気を　　

抜くこと）するのではなく、それぞれの　　　　
野菜の生理（呼吸量）を分析し、袋の厚さ・　
材質、空気の抜き加減、季節による気温の
影響等を考慮して、カット野菜を製造　

寝かせて保存 立てて保存

（例）背地性考慮の有無による差異

MA製品（当社） 真空製品

　③　野菜の生理を考えた技術

　当社グループの事業の紹介



41

野菜勉強会

野菜の生理に関する勉強会を開催や、野菜の取扱方法、保存方法、洗浄方

法等に関してレクチャーや、メニュー提案、野菜の中身成分の研究発表、

良い野菜の生産方法、摂取方法等についての啓蒙

　④　野菜の啓蒙活動（勉強会、メニュー提案、研究分析）

　　　健康野菜塾　会場風景

　当社グループの事業の紹介

野菜の展示 野菜を使った料理の試食会 野菜についての勉強会
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デリカフーズ株式会社（3392）
代表取締役社長　　舘本　勲武

平成１８年５月

「野菜の力」

20060515
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「食」の中でも、各国の取り組み

（食事指針やデザイナーフーズリスト）か
らわかるように、

「野菜」の重要性が明確になってきた。。

　野菜業界を取り巻く環境

健康を維持することが医療費を削減できる。生活習慣病予防。

　　健康を維持するための方程式

　　　　　　＝　遺伝子＋環境因子

環境因子＝　　　　　＋勤労＋癒し＋感謝＋運動

健康

食

野菜が主役
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ニンニク 

キャベツ 

カンゾウ  

大豆 ショウガ 

セリ科植物（ニンジン 

セロリ パースニップ） 
      

タマネギ 茶 ターメリック 

全粒小麦 亜麻 玄米 柑橘類 

（オレンジ レモン グレープフルーツ） 

ナス科（トマト ナス ピーマン） 

アブラナ科植物（ブロッコリー カリフラワー 

芽キャベツ） 

     
マスクメロン  バジル  タラゴン  カラス麦 

ハッカ  オレガノ  キュウリ  タイム  アサツキ 

  ローズマリー  セージ  ジャガイモ  大麦   ベリー 

 

 

       米国国立がん研究所によるデザイナーフーズリスト  

               1990年、アメリカ国立ガン研究所が植物性食品によるガン予防を目的として 
               デザイナーフーズプログラムの中で発表したフーズリスト    

「がんを防ぐ 52の野菜」 大澤俊彦 より 

重

要

性

の

増

加

の

度

合

老化と癌を防ぐ老化と癌を防ぐデザイナーフーズリストデザイナーフーズリスト


